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秘境駅の里「ほろのべ」

鉄道フォトコンテスト
　カメラコース入選５作品のうちの１つは、さいたま市在住の山田 昌太郎 様
の作品「雪晴れの利尻富士を望む」が選ばれました。

「撮り鉄」さんと呼ばれる鉄道写真愛好家の皆さ
まに有名な撮影ポイント「雄信内俯瞰」から撮影
された一枚です。
　冬の名物「宗谷ラッセル」をここから撮影する
ため、小高い場所まで冬道を登っての撮影です。
　利尻富士と一緒に撮りたいがため、何日も粘り、
何年も通い続ける人も多いとか…。
　幌延町には「撮り鉄」さんポイントがたくさん
あるようです。
　皆さんも列車がカッコよく見えるポイントを探
してみてはいかがでしょうか？

【カメラコース　入選】

≪雪晴れの利尻富士を望む：
山田 昌太郎 様≫
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 男 　1,₂4₂（－１）
 女 　1,1₇3（＋１）
 計 　₂,41₅（±０）

世帯数　1,₂₇₂（±０）

（平成₂₈年８月
　　 末日現在）
※（　）内は前月比
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わが家の第二子。

お姉ちゃんと遊ぶのが大好き。

よく笑い、よく泣き、元気いっぱいです。

（平成₂₈年2月₂₆日生・字幌延）
お父さん　彰　孝　さん
お母さん　美　和　さん

秘境駅：問寒別駅  〜今月の駅ノート〜
今月は、駅舎が補修され好評な問寒別駅の「駅ノート」をご紹介。

「宗谷本線駅巡りの旅2日目。19:07の
名寄行最終で来ました。この駅に前回
降り立ったのは5年前。その時は、 駅舎は
まだ青と白のツートンカラーで、 電気もつ
かず、 その中で半袖でガタガタ震えて駅
寝したことを覚えています。
ところが、 今日来てみてどうでしょうか。
駅舎の壁は綺麗に補修されており、 内
部には駅の歴史や地区の活動が展示さ

れているではありませんか。掃除も行き届いていて大変居心地良いです。
　3月のダイヤ改正で宗谷本線名寄以北は大幅な減便が行われ不便化が進みま
したが、 そのような状況にあっても地域をアピールしようとする取り組みには心打た
れました。この問寒別駅には末長く残っていてもらいです。
　それでは、 本日この駅で一泊させていただきます。　　　　京都市左京区　A． T
≪取材記者・プチ鉄Ｙ≫
　最初の文面を見たとき、この方はどこに泊まるのだろう…、と疑問符がたくさん
出てきましたが、ちゃんと寝床はあったようですね。
　いつまでも思い出に残る旅は素晴らしい人生の一コマになるものです。皆さまの
おもてなしの心で、幌延町は旅人の心に残る旅先として輝いていることでしょう。
　問寒別駅をいつもきれいにお手入れしてくださっている皆さま、本当にありがと
うございます。

問寒別駅を通過する特急サロベツ号


